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ICTを活用した学習支援モデルづくり

NPO法人eboard
得られた成果

地域住民による「教えない」学習サポートが実現。
島根県内６市町に展開。
【モデルのポイント】
・学校/学級の統廃合、塾がない
・人口減が進む中山間地での取組
・保護者や地域住民による支援

② 中山間地域における放課後学習＠島根県益田市

リテラシーとしてのICTに触れる機会。
17年4月〜全国20以上のNPOの現場へ。
【モデルのポイント】
・様々な課題を持つ子への居場所支援
・リテラシー、体験としてのICT

① 貧困家庭への学習支援＠NPO８割近い生徒が学びなおしの意義を実感。
定時制他校への展開もスタート。
【モデルのポイント】
・学力/進度の大きなばらつき
・学生ボランティアによるサポート

③ 高校生の学び直し＠京都清明高校

実証の観点
① 展開の実現性
② 有効性
③ 実施コスト
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習熟度マップを使用した学力向上モデル

ペガサス株式会社
得られた成果

③アンケート結果
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新聞づくりを通した郷土学習および
主権者教育でのアクティブラーニング実践モデル

（株）神戸新聞社
得られた成果

①域外校との連携

②新聞仕上げに関する取り組み

④主権者教育の実践

★兵庫県→兵庫県＋福島県

★記事や見出しを、プロが書き直し指導

★動画教材制作

★兵庫県議会
＋２高校
＝３カ所中継授業

③先生主体の授業構築

調べ学習

新聞作り

内容発表

教育的効果
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①ドリームスクール実証内容
１）極小規模校における教育の充実

⇒ コンテンツやアプリ次第で大きく充実できる。

２）学校以外での学習の機会の保証

⇒ 全員のインターネットアクセスをどう担保するかと
いう問題をクリアさえできれば、学習の機会は充
実することができる。

３）新しい教育モデルを通じて学力の向上

⇒ 対照実験はできないので証左はないが、児童生
徒の意見からは、高い可能性が見受けられる。

教育クラウド活用の取り組み

大川村教育委員会、大川村立大川小中学校
得られた成果

② ドリームスクール事業に関わって
１) iPad、電子黒板の整備と、リンクするかのように、

児童生徒・教員のＩＣＴ活用能力が向上。

２）ＩＣＴの学習においての優位性は、児童生徒のア
ンケートにおいても認められる。

３）ＩＣＴを活用した授業も、本校においては広く受け
入れられ、高く肯定されている。

４）持ち帰り学習は、高い可能性が秘められており、
児童生徒には期待もされている。

５）学校における教育クラウドやコンテンツ活用の効
果、可能性はきわめて大きい。特に、大川村のよ
うな社会資本の少ない過疎の地域にとっては、そ
れらを補える可能性さえある。

iPad持ち帰り学習（教育クラウド活用）によって、
過疎地域の社会資本の少なさを補い、
学習の機会の確保・学力の向上を！

➂教育クラウドに関わって
Webの閲覧さえできれば、場所、機種を問わず使
うことができるのは、大きなメリットである。
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①ICT活用による在籍校復帰支援
在籍校復帰は困難な状況であったが、以下の気づきを与えることが

できた。【対面ヒアリングより】

②不登校生徒への学力補充を目的とした

リメディアル教育
対象児童生徒が当初より増加し、目が行き届かない場目もあった

が、以下の気づきを与えることができた。【対面ヒアリングより】

③課題
・在籍校に取り付けたカメラ映像について、先生や生徒への配慮も必要

・タブレットPC学習について一時期は利用回数が増えたが、学習を継続

するための、児童生徒への個別支援を行うなどの仕組みが必要。

不登校や学習に困難を抱える児童・生徒
へのリメディアル教育モデル

NTTラーニングシステムズ
得られた成果

機器構成イメージ

授業を受けている生徒の様子

タブレットＰＣを利用して
学習している生徒の様子

・授業の中でのみんなの間違いや意見、回答は一人の学びでは
得る事ができないものである事、みんなで学ぶ事の意義を感じ
る事ができた。

・苦手な教科の授業には愕然とし、自信が持てなくなる事もありま
したが、得意な教科は「できる」「大丈夫」という思いを強く持つ事
ができた。

・チャレンジする事の大切さを学び、迷った末に英検3級を受験し、
見事、一次試験は合格した。

・実施前は、他の生徒とのコミュニケーションが取れていなかったが、タブ
レットPCの話題でうまく他の生徒とのコミュニケーションが取れた。

・色々調べ新しい情報を得られることで、好奇心が増したり、意欲が湧き、
勉強に取り組みやすくなった。

・わからないものがあれば、すぐに調べられることができるので、前
向きな気持ちになった。
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